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交 通 手 段
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石 毛 直 道*
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1.は じ め に

 前号(1巻2号)に ひきつづいて,1963

年～1964年 の京都大学西イリアン学術探

検隊予備踏査隊に参加 して,イ リアン ・

ジャヤ(旧 名西イリアン)の 中央高地を

現地調査 した際得 られた,物 質文化資料

の一部を報告する。この探検隊の性格,

現地での行動,中 央高地での民族誌的概

報,こ の探検で得 られた成果ですでに発

表 したものなどについては,前 号の報告

およびそのなかで引用している文献を参

照されたい[石毛,1976]。

 ニ ュー ギ ニ ア 島 の伝 統 的 諸 文 化 が 車 輌

と役 畜 を 欠 くもので あ った ので,当 然 中

央高 地 で筆 者 が 接 触 し たMoni族,

Western Dani族, Kapauku族, Ufun-

duni族 の 山地 パ プ ア諸 部 族 の交 通 手段

の 主 要 な もの は,徒 歩 で あ り,荷 物 の運

搬 もふ つ う人 力 に よ って お こな わ れ る。

調 査 当時,中 央 高 地 に は 自動 車 路 は な

く,旧 オ ランダ 領 時 代 か ら中央 高 地 西 部

の行 政 府 が置 か れ て い たEnarotaliに お

いて,オ ー トバ イを 使 用 して い る米 国 人

宣 教 師 が1名 い た こ と,そ れ も滑 走 路 と

牧 師館 の 問 の約lkmの あ い だ しか 走 行

可 能 な 道 路 は なか っ た。Paniai湖 周 辺 の

水 上 交 通 用 に行 政 府,病 院,宣 教 組 織 に

所 属 す る船 外 機 を と りつ けた 輸入 品 の ボ

ー トが 数 隻Enarotaliに あ っ た こ と
,

セ ス ナ機 を 主 力 とす る宣 教 用 の航 空 網 が

設 立 され て お り,Moni族,Western Dani

族,Kapauku族, Ufunduni族 の4部 族

の分 布 域 のな か に11の 滑 走 路 が も うけ ら

れ て い た ことな どが,筆 者 が見 た近 代 的

交 通手 段 のす べ て で あ る。

2。Kapauku族 の カ ヌ0

筆者の接触 した4部 族のうち乗物とい

*国 立民族学博物館第5研 究部
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石毛 交通手段

え る の は,Kapauku族 の カ ヌ ーが 唯一 で

あ る1)。Kapauku族 の主 要 な 居住 地 は

Wissel湖 群 のPaniai湖(標 高1,742m),

Tage湖(標 高1,747m), Tigi湖(標 高

1,617m)の3湖 の湖 岸 と これ らの湖 に

そ そ ぐ小 河 川 の下 流 にあ た る平 坦 な 沖積

地 の 湿地 帯 に形 成 され て い る。 これ らの

湖 や 川 の交 通 お よび,漁 携 用 に カ ヌーが

使 用 され る 。 これ に対 して,Moni族,

Western Dani族, Ufunduni族 の 分 布

域 は,ほ とん ど平 坦 な 場 所 の な い 山 岳地

帯 で あ り,川 も落 差 が おお き く,岩 石 の

お お い,川 幅 のせ まい 急 流 ばか りで あ り,

カ ヌ ー の 使 用 は不 可 能 な地 帯 に あた る。

筆 者 の 知 る か ぎ り,Wamenaか ら西 方

の 中 央高 地 で カ ヌ ー を 使 用 す る の は

Kapauku族 だ けで あ る。

 筆 者 がKapauku族 の カ ヌ ー につ いて

調査 を した の は1963年9月,Enarotaliの

Paniai湖 畔 に お い て で あ る。 筆 者 は

Kapauku語 が で きな い た め イ ン ドネ シ

ア語を少々解するKapauku族 からの聞

きとりであるために,知 り得たことは断

片的な資料の紹介の域を出ないものであ

る。 しかし,Kapauku族 のカヌーにつ

いての報告はほとんどな く,お なじ探検

隊に参加 した岡山大学農業生物研究所教

授の安江安宣博士の簡単な報告があるだ

けなので[安 江,1973],い ままで知られ

ていなかったニューギニアの原始的な形

態の船の資料としてとりあげることとす

る。

 1)形 態

 Kapauku語 で カ ヌ ー はKomaと よば

れ る2)。Paniai湖 お よ び,そ の 周辺 の 小

河 川 で観 察 した か ぎ りで は,す べ て の カ

ヌー の形 態 は基 本 的 に同 型 式 に所 属 す る,

とい え る 。 す な わ ち,直 径 数10cmの 丸

太 を くりぬ いて つ くった 全 長4～6mの

一 木 製 で
,船 首,船 尾 の 区 別 な く両 端 を

た ち切 っ た割 竹 形 の 船 が,Kapauku族

写 真1 Kapauku族 の 丸木 船

1)U£unduni族 のなか 添,.Na§s鱒 山脈璽南麓に居住す るグループで,南 海岸 との交易関係を も

 つ入々があるとす るな らば,海 岸付近の低地へ行 ったときに,あ るいは イカダを使用 している

 可能性があるが,こ れ をた しかめることはできなか った。Nassau山 脈南麓で もUfunduni族 の

 居住地分布域内では川幅のせ まい急流ばか りで,イ カダは使用不可能 と推定 され る。

2)Kapauku語 の表記法 は原則 として,[Do肌E,1960]に したがった。
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写真2 Kapauku族 の丸木船

のKomaと いわれるものである。 その

他の形態をした船 としては,さ きに述べ

たインドネシアの行政官や白人宣教師が

使用する輸入品のボー トしかない。

 典型的なKomゑ の実測図を,図1で

示してお く。図1の 船の全長は,約430

cm,外 形の最長部は約60cmで ある。 大

きさとしても,Komム の平均的な ものを

代表していると考えてよい。Kapauku

語でdiliと よばれる木(学 名不明)を 使

用してつ くってある。木の表皮および内

皮をはぎとっただけの原木の丸太の表面

そのものが船の底部および側面 となって

いる。そこで舷側,,船底の区別の生 じる

ような丸太にたいする2次 的加工はおこ

なわれていないのである。

 両舷の上端は丸太のシンの部分よりず

っと上にくる。いいかえるならば,両 舷

の上 端 部 よりも下め位 置に船体の最大

幅の部分が くる。図1の 例でいえぱ,直

径約60cmの 丸太で船体が構成されてい

るが,船 体の外側で計測 して,舷 側の上

端は高さ約50cmの ところに位置する。

 両舷の間の開口部のうちのり間隔は原

木の太さによって左右されるが,40～50

cmが ふつうである。 図1の 例では,丸

木船中央部における両舷間のうちのりは

42cmで ある。 すなわち,か ろうじて船

底にすわりこんだ成人の胴体を収容する

ζとができる程度のものである。最大幅

の部分が両舷よりも下に位置するので,

上でせまく,下 でややゆったりとしてい

る。

 図1の 例における船体の縦断面の厚さ

は,船 底部でいちばん厚 く約6cm,舷 側

の上端でいちばん薄 く約2cmで ある。

 船首,船 尾がたち上ることはな く,舷

側上端の延長線上にある。また,船 首,
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図1 Kapauku族 の丸木船実 測図



船尾をとが らすことによって 水 き りを

よくするような加工もほどこされないの

がふつ うである3)。簡単にいえぱ,両 端

に節を残 した竹管の中心よりも上の部分

で割裁 した形が,Kapauku族 の船の基

本的な形態である。製造過程を観察する

機会はなかったが,水 平に置かれた皮を

はいだ丸太を仮定するならば,丸 太の両

端をほぼ垂直に切 り落 し,長 軸方向の割

裁をおこなわずに,た だちにくりぬきの

加工をほどこしただけで船体の主要部分

がつくられる,と 推定される。すなわち,

丸太をくりぬいて船体を作製する船とし

てはもっとも簡 単 な 工 法 に よっ て,

Kapauku族 の船はつ くられている。 丸

木船をつくるにあたってのもっとも単純

な製作法以上の工法をおこなうことがな

いので,Kapauku族 の船はすべて同一

型式のものとしかなりようがない,と も

いえよう。

 ついで,細 部の加工についてながめる

と,船 体の内外ともに手斧目を残 してお

り,斧 でけず りっぱなしで,ト ゲとなり

そうなササ ラを除外する程度以上に,ヤ

ス リ状の道具でみが くなどの特別な加工

はされていないようである。

 船体の両端は基本的には水平に置いた

丸太の両端を垂直に断ち切った形状であ

るが,お おくの船にみとあられる特徴と

して,舷 側上端部がこころもち外側に張

りだしていることがみとあられる。図1,

写真1に みられるように舷側上端部が船

体の両端で広 くなり,そ の延長部が船体

の端の主体部の横断面よりもわ ず か に

 (図1で は最大長6～7cm)外 側につき

だし,そ の張り出しは船体の両側部にな

国立民族学博物館研究報告  1巻3号

がれて,船 体の最大幅部あたりで,こ の

張 り出しは消滅して主体部横断面と合致

する。すなわち,丸 太の両端を船底か ら

両舷側にかけてえぐる2次 加工をするこ

とによって,船 の両端での船体上部にわ

ずかな張り出しが もうけられるのだが,

そのいちばん張 り出した部分は舷側上部

にあたり,そ のもっとも張 り出したもの

で数cmで,2～3cmの ものもあり,な か

にはまった く張り出し部分をもたない船

もある。

 この張 り出しのになう意味については

不明である。船首,船 尾の舷側上部を広

くすることによって積裁量を多 くすると

いう意図と解釈するには,あ まりにも張

り出しの部分がちいさすぎる。あるいは

衝突のさいのショック ・アブソ0バ ーと

しての機能があるのかもしれない。

 ほとんどの船の船首,船 尾部分の舷側

上端部に近い位置に孔がうが たれ て い

る。図1の 例では,船 首,船 尾の両側に

計4個 の孔がみとめられる。この孔は船

をもやうための設備である。ふつう船を

もや うさいには,岸 の泥のなかにサオを

立て,サ オとこの孔のあいだを綱でしば

りつける。

2)操 船 法

 船 を あや つ る道 具 と して は,カ イ と サ

オ が あ る。

 サ オ はukuiと よ ばれ る。 長 さ3m前

後,直 径 約5cmの 木 の樹 皮 を は い だ棒

が 使 わ れ る。サ オを 使 用 で き るの は,比

較 的 浅 い 場所 に か ぎ られ るの で,浅 い 川

で の使 用 が多 く,Paniai湖 で い え ば,湖

岸 か ら船 を離 す とき に カ イを つ く ぐらい

3)Paniai湖 周辺を探索旅行を した さいに,1例 だけ船首がとが った船 を みたが,そ れ は数10例

 の船に出会 ったなかでの唯0の 例 で,例 外的なもの としてよい。
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で,湖 岸 か ら離 れ た ら水 深 が 深 くて カ イ

を 使 用 す る こ と は で き な い 。 円 底 の

船 な の で安 定 が著 し く悪 い た め に,船 の

な か で立 ち あ が って サ オを つ かず に,す

わ った ま まで サ オ を つ い て い るこ と も多

い よ うで あ る。

 カ イ の名 称 はgita(あ る い はlita)。 図

1に 示 した カ イはowa量 の木(学 名 不 明)

で つ くられ た,と い う。 図1の 例 で は全

長196cm。 柄 部 の 断 面 は 円形 を し て お

り,直 径3cm前 後 。 水 を か く部 分 は長

軸約40cm,短 軸24cmの 階 円形 を して い

る 。水 か き部 分 の も っ と も厚 い部 分 で 幅

1cmで,縁 に近 い部 分 ほ ど薄 くな る 。

図1に あ げた 巨大 な シ ャモ ジ状 の 形 態 が

カ イ の典 型 的 な 形 態 を 示 して い る,と い

って もよい 。 ニ ュー ギ ニ ア の海 岸 部 の 各

地 に み られ る よ うな 彫 刻 を ほ ど こ した カ

イ は み られ な い 。

 船 底 に腰 を お ろ し,す わ った ま ま1本

の カ イを 左 右 にあ や つ って,こ ぐ。 カ イ

を 舷 側 に 止 め る 支 点 を もつoarで はな

く,自 由 に ご ぐpaddleと して 使 用 され

る 。2人 が1本 ず つ カイ を も って,船 を

こ ぐこ と もあ るが,原 則 と して は,船1

艘 につ き1本 の カ イを あ や つ る。

 方 向 を大 き く転 換 す る と きに は,反 対

方 向 に すわ りな お して,こ ぐ。す なわ ち,

船 首,船 尾 は一 定 して い な い ので あ る 。

 船 を あや つ るの は,す べ て女 の仕 事 で

あ る。 男 は決 して,船 こ ぎを しな い 。男

が 湖 を 渡 る と き も,女 に頼 ん で こいで も

らい,男 は乗 客 と して 乗 るだ けで あ る。

3)用 途

交通手段としての用途以外に,船 の重

要 な 用途 は漁 携 活 動 の た め の 道 具 と して

あ る 。漁 携 は女 の仕 事 で あ り,男 は 漁携

に従 事 しな い こ とが,Kapauku族 の船

を あ や つ る のが 女 の 役 割 り とな って い る

慣 習 に かか わ りを も って い る,と 考 え ら

れ る。

 Wissel湖 群 お よび 湖 群 に そ そ ぐ川 の下

流 部 を の ぞい て,中 央 高地 の河 川 に は土

産 の魚 類 は ま った くな い 。Wissel湖 群 に

もと も と生 息 して い た 魚 類 と して は,ハ

ゼ の一 種 で あ る カ ワ ア ナ ゴ 科 のOx.y-

eleotris戸励 磁 伽 が あ った だ けで あ る4)σ

こ のハ ゼ は 体 長 数cmほ どの もの で あ り,

こ のハ ゼ を と るた め の 特 別 な漁 法 もな く,

Kapauku族 の食 生 活 に と って は,さ ほ

ど意 味 を もた な い 。伝 統 的 に重 要 な食 料

資 源 とな って き た の は,Wissel湖 群 に産

す る ザ リガニ の 一 種Cherax buitendijkae

で あ る5)。 このザ リガ ニは,長 さ約1.5m

の柄 を も ち,直 径 数10cmの 円形 あ る い

は楕 円 形 の 枠 に樹 皮 製 の繊 維 でつ くっ た

網 を張 った 手 網 で,船 上 か らす くい あ げ

る(写 真3参 照)。Pospisilに よ る と,ザ

リガニ の ほか に,オ タ マ ジ ャク シ,水 棲

昆 虫,ト ン ボの 幼 虫 も手網 で す く って 食

料 と さ れ る[POSPISIL,1959:p・14]。

 ザ リガニ 漁 は,一 日中 お こなわ れ るが,

夜 間 あ るい は 早 朝 にお こな われ る こ と も

多 い。 夜 間 に漁 を す る とき に は,暖 を と

る た め に船 中 で た き火 を す る こ と も多 い 。

船 に た き火 用 の 特 別 の設 備 は もう け られ

ず,船 底 に水 草 を 敷 い た うえで 火 を 燃 や

す 。 この 火 が,採 暖 の み な らず ザ リガニ

を 集 め る集 魚 灯 の 役 割 りを は た して い る

のか も しれ な い が,船 端 の外 に と くに意

図 的 に火 を つ き 出す こ とは な い。

4)安 江 安宣 博 士 が オ ラ ンダのBoesman博 士 に依 頼 して,同 定 [安 江,1975]。

5)安 江 安 宣博 士 が オ ラ ンダ のHolthuis博 士 に依 頼 して,同 定 』[安江,1975]。
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写真3 Kapauku族 の手 網

 Paniai湖 のザ リガニ 漁 場 には多 い とき

で 約200艘 の船 が 集 ま った の を 観 察 し

たQ

 な お,旧 オ ランダ 領 時 代 にPaniai湖

に ドイ ツ鯉 が 放 流 され,こ れを 輸 入 品 の

釣 針 と釣糸 で 釣 りあ げ る こ と も現 在 で は

お こ なわ れ る よ う にな った 。 釣 り とい う

技 術 はKapauku族 は 知 らなか った もの

で あ り,調 査 時 点 で もま れ に しか お こな

わ れ な い,と の こ とで あ った。

 4)問 題点

 Kapauku族 の船についての資料は奥

地への探検準備のあわただ しい期間の観

察で得たもので,断 片的なものに終って

いる。船の建造法,船 の所有権や使用権

などについての資料はいっさいない。

 不完全なものでありなが ら,注 目すべ'

き資料 として筆者が提出した意図は,そ

の形 態 の特異 性 につ い て で あ る。

 Kapauku族 の船 の船 体 は清 水 潤 三 の

丸 木 船 の 分 類 に した が え ば, 「上 面 観 」,

「縦 断 面 図 」 に よ る分類 で は1割 竹 形,

「横 断 面 図 」 に よ る分 類 で はC半 円 特 殊

形 にな り,「IC形 」 とい う 日本 の 古 代

に は出 土 例 を み な い型 式 に属 す る[清 水,

1975:pp.53-58]o

 さな が ら,浮 かぶ 棺 桶 と もい うべ き,

原 始 的 な形 態 を もち,機 能 的 に も安 定 性

は 著 し く悪 く,水 き り もは な は だ効 率 の

悪 いKapauku族 の船 は オ セ アニ アの 船

の 系 譜 の うえで,い った い い か な る位 置

に 属 す る もので あ ろ うか 。

 先 に述 べ た よ うに,イ リア ン.ジ ャ ヤ

中 央高 地 の諸 部 族 のあ い だ で船 を 製 作 使

用 す る の はKapauku族 にか ぎ られ て い

る。 筆 者 の知 るか ぎ り,ほ か に水 上 交 通

の乗 物 が あ るの は 中 央高 地 東 部 のBaliem
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川 の流 域 に居 住 す るGrand Valley Dani

族 が イ カダ を使 用 す る例 が あ るだ けで あ

.る。 筆 者 はBaliem川 流域 を訪 れて い な

いが,筆 者 らの 探 検 隊 に同 行 した 朝 日新

聞 記 者 の本 多 勝 一,藤 木 高 嶺 の 両 名 が

Wamena附 近 のBaliem 川 で イ カダ を

使 用 して い る写真 を と って い る し[本 多

・藤 木
,1964,写 真 頁],ま たHittの 文

献 に も この地 方 で の イ カ ダ の写 真 が み ら

れ る[HITT,1962,写 真 頁]。 この2例 と

も写 真 か ら判 断 す る と,直 径20～30cm・

長 さ数mの 丸太(樹 皮 を は い で あ る か ど

うか は 写 真 か らは 判 断 で きな い)を20～

30cmの 間 隔を もって3本 並 べ,両 端 に

棒 を 横 木 と して1本 ず つ 置 い て,横 木 と

丸 太 を 籐 で 結 び つ けて つ くられ た イ カ ダ

で あ る。 人 は イ カダ の 上 に立 ち,木 棒 を

サ オ と して あや つ る。 い ず れ も川 を 横 断

す る た め に使 用 され て お り,写 真 か ら判

断す るか ぎ り,流 れ は ゆ るや か で あ る。

 Grand Valley Dani族 の ほか に,筆i

者 は 中 央高 地 に お け るイ カダ の使 用 は知

らな い 。

 イ リア ン ・ジ ャヤ 中央 高 地 を 離 れ て,

ニ ュ ーギ ニ ア島 全 体 を 見 わ た した と ころ

で も,Kapauku族 の 船 に似 た形 態 の も

の は見 あ た らな い 。 ニ ュ ーギ ニ ア 海 岸 部

で使 用 され る一 般 的 な船 は シ ン グ ル,あ

る い はダ ブ ル ・ア ウ トリガ ー を もつ もの

で あ り,局 部 的 には 双 胴 船 やパ プ ア湾 に

お け るlakatoiの よ うな船 もあ る が,い

ず れ も船 首,船 尾 と も に とが った 整 美 さ

れ た形 を した もので あ る。 ア ウ トリガ ー

な しの一 本製 の 丸木 船 と し て は Sepik

川,Fly川 の 川船, Asmat地 方 の 戦 闘用

の 船 が 知 られ て い る が,い ず れ も長 大 な

もの で,船 首,船 尾 と もに とが っ た形 態

を して い る。

 台 湾 の 日月 潭 の 船[凌,1968:p・2,図

版1-A,B, C, D]や ヨー ロ ッパ の 新石 器

時 代 の船 な ど,地 域 的 あ るい は 時 代 の へ

だ た りの遠 い と ころ にKapauku族 と同

形 態 の船 を 見 つ け る こ とは で き るが,も

っ と近 い とこ ろで 類 似 の もの は な い で あ

ろ うか 。

 筆 者 の 知 る か ぎ りで,・南 太 平 洋 にお い

てKapauku族 の 船 に い ちば ん 近 い 形 を

した もの は,HaddonとHornellの 大

著 の な か にあ らわ れ るオ ー ス トラ リア北

岸 のYork岬 半 島 のBedford岬 で使 用

され る ア ウ トリガー つ き 丸 木 船 の船 体 部

で あ る[HADpoN and HoRNELL,1937:

p・189]。 図.2に あ げ たBedfordの 丸 木

船 か らア ウ トリガ ー と腕 木 を 取 り さ り,

両 端 の張 り出 しを 著 し く縮 少 させ た な ら

ば,Kapauku族 の 丸 木 船 と同 様 の形 態

図2 オ ース・トラ リア北 岸,Bedfordの 丸 木 船

   [HApDoN and HoRNELL,1937:p.189】 か ら引用
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とな るで あ ろ う。 このBedford の 丸 木

船 め 全 長 は15～16フ ィー トで あ る,と さ

れ て い るの で,長 さ もKapauku族 の 船

とほ ぼ 等 しい,と い え よ う。

 東 西 ニ ューギ ニ アを 通 じて,山 地 パ プ

ア 諸 部族 の文 化 は東 へ 行 くほ ど新 しい 文

化 要 素 が 多 く,西 に居 住 す る部 族 ほ ど古

い 文 化 の層 を 残 す こ とか ら,山 地 パ プ ァ

諸 部 族 は歴 史 的 に東 か ら西 へ 移 動 した の

で は な い か,あ るい は 移 動 を 考 え ず と も

新 しい文 化 要 素 が 東 か ら西 へ 伝 播 した,

とい う仮 説 を 筆 者 は もって い る[石 毛,

1973:pp・205-210]。 この 仮 説 によ れ ば

中央 高地 の西 端 に分 布 す るKapauku族

は,い ち ばん 古 い文 化 の層 を残 す 部族 と

い え よ う。 こ のKapauku族 に 特異 な形

態 の船 が あ る こ とを説 明 す る に は3通 り

の方 法 が あ る。

 (1)船 とい う もの を知 らなか っ た,あ

る い は 船 の使 用 可能 な環 境 が ほ とん どな

い 山 地 に入 って か ら長 い時 代 を 経 て,船

め 知 識 を失 な って しま っ た山 地 パ プ ア諸

部 族 の うち,Wissel湖 群 とい う船 を 使 用

す る こ とが便 利 な環 境 へ た ど り つ い た

Kapauku族 が,独 自 な 船 を 発 明 し

た 。 す な わ ち,Kapauku族 の 船 は 独立

発 生 で あ る,と 考 え る。

 (2)海 岸 民 とKapauku族 の あ い だ に

細 々 と した交 易 関係 が あ った こ とが 知 ら

れ て い る[石 毛,1973:pp.217-219]。

海 岸 で船 とい う ものを 見 たKapauku族

が,船 の原 理 だ けを 知 り,こ れ を か れ ら

な りの技 術 で 模 造 した の がKapauku族

の船 で あ る,と 考 え る。 す な わ ち,海 岸

地 方 か らの情 報 に よ って 船 を つ く っ た

が,細 部 にわ た る船 につ い て の情 報 や技

術 が欠 落 して しまい,結 局 は もっ と も簡
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単 な 形 態 を した船 に お ちつ い て しま った

の で あ る,と 考 え る 。

 (3》 か つて ニ ュー ギニ アの 古 層文 化 に

お け る船 は,Kapauku族 の 船 と同様 の

形 態 の もの で あ った 。ニ ュ ーギ ニ ア 古 層

文 化 と関係 を もつ とされ る オ ース トラ リ

ア原 住民 の文 化 の船 に も同 様 な もの で あ

った,と 仮 定 す る 。 の ち に,船 首,船 尾

の とが った船,ア ウ トリガ ー つ き の 船

(お そ ら くア ウ トリガ ー はオ ス トロネ シ

ア系 の言 語 を もつ 人 び との文 化 に と もな

って 導入 され た)な ど進 歩 した船 の文 化

が お お いつ く して,古 層 文 化 に お け る

Kapauku族 式 の船 と,と って かわ って

しま っ た。Bedford岬 の 船 は,古 層 文 化

の船 体 に新 しい 原 理 で あ る ア ウ トリガ ー

が つ け られ て 残 存 し た もの で あ る。 ニ ュ

ーギ ニ アで は 海 岸 の 文 化 の影 響 が ほ とん

どお よば ず 古 層 の文 化 を 残 す高 地 の 諸部

族 の な か で船 を 使 用 す る 環 境 に あ る

Kapauku族 の なか に,古 い 文 化 層 の 船

が 残 って い る。

 以 上 の3つ の 仮説 の いず れ もが,現 在

の と ころ実 証 す る資 料 を 欠 く もの に と ど

ま って い る 。な お,Kapauku族 の船 が,

い つ 頃 か ら存 在 す る のか につ い て 明 らか

に す る資 料 もな い。 第2次 大 戦 前 にオ ラ

ンダ の探 検 隊 の 撮 影 した 写 真 に あ らわ れ

る こ とか ら,白 人 との 接 触 前(1937年 に

Wissel湖 へ 最 初 の探 検 隊 が 入 る)か ら

Kapauku族 の船 は あ った,と い う ほか

ない の で あ る[LE Rou馬1950:写 真32]。

3. 道 路 と施 設

 1)道

 Moni語 で 道 をki, Kapauku語 で は

it痰ﾆ い う。Wisse1湖 群 周辺 の 沖積 低 地

を の ぞ くと,中 央高 地 西 部 に は平 坦 な 道
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はほとんどなく,山 道ばかりである。集

落の周辺の道,畑 のなかの道だけが,障

害物となる木を切 り倒 した り,草 をとり

のぞいて手入れをした道路 らしい景観を

しめす。集落から離れた草地,森 林のな

かの道は自然に形成された踏み跡にすぎ

ない。人ひとりがかろうじて通れる細い

踏み跡が草原のなかや森林のなかに通 じ

ている。 しかし,使 用頻度のす くない踏

み跡はたちまち草におおわれたり,木 の

枝が張 り出してわからな くなり,現 地人

の案内なしでは迷ってしまう。

 集落間をつなぐ道は,大 局的にいえば

川ぞいであるが,川 そのものはすべて急

流であり,深 い谷が切り立っており,河

原がす くないので谷底そのものを道とす

ることは案外す くない。川にそった尾根

道が多い。

 山を巻 く,と いうことはな く,山 を登

る道は高度差 にかかわらず最短距離を直

登する。手がかり,足 がかりがあるかぎ

りは,ど んな急斜面でも尾根にむけてま

っす ぐ登る踏み跡 となっている。山道で

は障害物 となる木を切 り倒すようなこと

はないが,下 生えの灌木の多いところで

は人ひとりが背をかがめてかろうじて く

ぐれるくらいの最低限の枝はらいが必要

である。手で枝を折りとることが多いが,

斧で枝を切らな くてはならない場合 もあ

る。つい最近まで,石 斧を使用していた

ので,労 力を最少限にとどめる意味にお

いて も,直 登のルー トが好まれたものか

もしれない。

 森林の地表は大木の板根による凸凹が

写真4 Homejo集 落 附近 の道を行 くMoni族 の女 たち

    道 とい って も草地 のなかの踏跡にす ぎない
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写真5 道は谷川で消え,つ いで尾根道に出るまで,崖 を直登す る

   Kemabu川 上流の支谷にて

多 く,ま た高度2,000m前 後か ら鮮苔林

とな り,苔 でおおわれて足元がさだかで

ないため,倒 木があれば,な るべ く倒木

のうえを歩 くように踏み跡はつづ く。

 はなれた部落間をつな ぐ長距離の道を

歩 くのはほとんど男性にかぎられる。筆

者の接触した部族のすべてについて,女

は自分の集落と畑の周辺の外へは出ない

のがふつうであるといえる。

 数日の行程の交易の旅に出 る と き で

も,旅 仕度は簡単である。交易について

は 別 稿 で 詳 し く述 べ る予 定 で あ る が,旅

の 身仕 度 と して は,頭 か ら背 に ぶ らさ げ

た編 袋 のな か に塩 な どの交 易 品 と2,3

日分 の サ ツ マ イモ,発 火 具,斧,ナ イ フ

(現 在 は鉄 製),子 安 貝通 貨 を 入 れ た 財

布 な どの 荷 物 を 入 れ るが,ふ つ う15kg以

上 の重 量 の 荷 物 とな る こ とは な い 。 ど こ

へ 行 くに も男 は 必 ず 弓 矢 を たず さ え る。

身 軽 な 荷 物 で ハ ダ シの ま ま,驚 くほ ど の

は やい ペ ース で 山 道 を あ る く。 あ る く,

とい う よ りは 山 の な か で マ ラソ ンを して
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い る とい って も,誇 張 で は な い ほ どの ス

ピー ドで あ る。 そ の ス ピー ドの す さま じ

さの 体 験 につ い て の記 録 は[本 多 ・藤 木,

1964:pp.120-132]に あ らわ れ て い る。

 2)野 営 用小 屋

 長 距 離 の 旅 行 の とき は,部 落 か ら部 落

を 泊 りあ る くの が ふ つ うで あ る 。Moni

族 の 場 合 だ った らsonOW丘 と よ ば れ る

talking chiefの 家 屋, Westem Dani族

の場 合 はkumiと い う 『男 性 の集 会 場 の

家屋 』 に旅 人 は 泊 あ られ,無 償 で 食 料 を

供給 され る。

 部 落 間 の 距 離 が遠 く,無 人 地 帯 で 野 営

しな け れ ば な らな い場 合 に は,自 然 の 岩

室 を 利 用 した野 営 場 所,適 当な 岩 室 な ど

が な い と きに は,既 設 の野 営 用 の 小 屋 が

あ る。1日 行程 で次 の 部落 に た ど りつ け

な い 道 中 には,必 ず これ らの野 営 場 所 か

1カ 所 は あ り,交 易 の旅 に したが っ た経

験 を もつ 者 は,そ の 所 在地 を熟 知 して い

る。Kapauku語 で,こ の よ うな野 営 用

の 避 難 所 をwatii, Moni語 でkitaと い

う。

 近 くに適 当 な野 営 用 の避 難 所 が な い場

'合
,即 席に野営用の小屋を建造すること

がある。以下 に紹介するのは,1964年1

月7日 本探検隊が森林のなかで野営 した

ときに,Kapauku族iの ポーターたちが

つ くった小屋である。小屋の形態には以

下A型 式とB型 式と区別する2種 類があ

るが,い ずれもKapauku語 ・ではowaa

kodogoと よび, Moni語 では避難所と

おなじ名称でkitaと よばれる。

 小屋を建てるには数人が手 わ け を し

て,森 林のなかの灌木性の生木を切 り倒

す者,直 径30cmほ どの木を倒し屋根に

ふ くための樹皮をはぐ者,同 じく屋根に

ふ くためのパ ンダナスの葉や,葉 の多い

木の小枝を集める者,小 屋組を しばりつ

けるための籐を採集する者などにわかれ

る。

 型式Aの 小屋組みのつ くり方か ら説明

しよう。灌木の枝わかれした部分を利用

してY字 状の棒をつくる。小屋組に用い

る用材はすべて生木を切って用い,樹 皮

つきのまま使用する。直径5cm程 度の

Y字 状の棒を4本 地面につきさし,そ の

上に長さ4mの 横木をのせた2列 の柱列

ができる(図3-1)。 地表か ら横木の下端

写真6 Kapauku族 の野営用の小屋

    本文でのべたものよりも太い柱を使用している
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